
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久重の里山 パンフレット・６  2024年度 
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細川公子さん 
(土佐植物研究会) 
希少植物観察 

 久重地域（久礼野・重倉地区）は高知市の市街地から北山に車で約１５分の中山間
にあります。ここは、澄んだ空気に無数の星が輝き、ホタルの生息や、有用植物の宝
庫、人と生き物が共存する里山です。 
久重 natural チームは、久重地域に関わる小中高生で ２０１８年度に結成。「地域

を元気にしたい」「久重の魅力を地域内外に発信したい」と久重地域をフィールドに里
山体験をしてきました。２０２１年度、独自の冊子『SDGｓって何？』 
を作成し、久重地域でできる身近な里山の環境保全にも取り組ん 
できました。２０２２年度、まちづくり計画策定に参画。２０２３年４月 
こども･わかものの会「久重 youth」発足。こども・わかものの視点 
も入れたまちづくりをみんなで実践しています。２０２４年度の活動 
報告として久重の里山の魅力をみなさんにお届けします。 

久重 naturalチーム 
インスタグラム 

「独自の発想により全国各地で活発に展開されてい
る地域づくり・くらしづくり・ひとづくりの活動に取り組
んでいる地域活動団体」に対して公益財団法人 あしたの
日本を創る協会主催の「令和６年度 あしたのまち・まち
づくり活動賞」にて『振興奨励賞』を受賞しました。「久重
のまちづくり計画」策定会議への参加を契機とし「久重
youth」を創設。主体的にまちづくりに参加し、新たな
挑戦を続けていることが高く評価されました。 

＊ご協力いただいた方々＊

渡邊高志さん 
(熊本大学教授)
野草研究 
ハーブ石鹸作り 

橋詰辰男さん 
ホタルの話 
春の七草採取 
 

トービアンさん 
環境に良い 
土作り 
野菜作り 

渡部雄貴さん 
希少植物観察 

杉本一幸さん 
土作り 
火起こし体験 

橋詰 茂さん 
環境に良い 
土作り 
野菜作り 
 

土居健人さん 
(久重 youth) 
ひだまりの丘 
掲示板作り 

杉本雅子さん 
干し柿作り 
七草がゆ作り 

 

安全な水

とトイレを

世界中に 

～久重地域で意識して 私たちが取り組んでいる SDGｓ～ 

 海の豊

かさを

守ろう 

住み続け

られるま

ちづくり

を 

陸の豊

かさも

守ろう 

■参考文献…ユニセフ〈https://www.unicef.or.jp〉２０２３年閲覧 

 
＊本資料は高知市子どもまちづくり基金助成事業を受けて作成しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久
きゅう

重
じゅう き し ょ う

植物
し ょ く ぶ つ

春
は る な な く さ

 久重地域にはめずらしい野草が豊富です。土佐植物研究会の細川公子
先生、渡部雄貴さんから希少植物の観察点を聞きました。湿地、乾燥地、
日なたなど植物の好む環境を歩きました。高知県内２か所しか生息が確
認されていない希少植物や、見慣れてないと気付かない希少植物が久
重地域に生息していることを知りました。外来種に負けて絶滅しないよ
うにしたいです。植物の細部を見るとかわいくて大切に残したいです。 

バアソブ オオヒナノウスツボ ママコナ サワガニみつけた 

 毎年、橋詰辰男さんから学び、七草探しをしています。 
これまで体験した野草の生息場所を確認しながら 
自分たちで探してみました。セリ、ナズナ、ゴギョウ、 
ハコベラ、ホトケノザ。自然に生息している野草を 
集めました。里山にずっと自生し続けてほしいです。 
私たちも覚えておきます。 

－１－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境
かんきょう よ つ ち

作
づ く

や さ い

作
づ く

 春の七草スズナ（カブ）、スズシロ(ダイコン)を自分たちで栽培します。
環境を意識した有機栽培をしているトービアンさん、橋詰茂さんから学
びます。EM 菌、ぬか、魚粉、糖蜜、牛糞を混ぜた土を３週間ねかせた後、
カブ、ダイコン、ホウレンソウの種をまきました。土に還るマルチシートを
使うことにも挑戦しました。春の七草で、カブとダイコンを収穫しました。
野菜を丸ごと蒸して食べると、甘く美味しく自然の恵みを感じました。 

－２－ 

EMとは…人間や環境に役立つ良い微生物の集まり。土中の二酸化炭素を吸って酸素を出す。植物の生育が良い。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

干
ほ が き

作
づ く

火
ひ

起
お た い け ん

 地域の方にいただいた貴重な渋柿で干し柿作りを杉本雅子さんから学
びました。ひもでつるすために枝を少し残し皮をむきます。ひもを付け、
お湯につけ消毒し竿に干しました。寒くなり太陽が当たると甘くなってき
ます。約１ヶ月後、渋かった柿が甘くなりました。干し柿作りを何度か経験
するようになって、多くの子どもたちが干し柿を好むようになりました。 

 今は火を使わなくてもスイッチをひねると電気で料理ができる時代。火
を使い料理をしたり、暖を取ったりしてきた先人の知恵から学ぶ火起こ
し体験を、杉本一幸さんに教わりました。種火から使う火へ。採取した春
の七草を料理し、羽釜で炊いて七草がゆをいただきました。 

－３－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

せ っ け ん

作
つ く

 熊本大学渡邊高志教授がハーブ石鹸作りを伝授してくださいました。
ハーブに使う野草パウダーは、アオモジ、ヨメナ、ホーリーバジル、マコモ
ダケです。肌に優しい材料や脂を使って野草のエキスを抽出します。はか
りで重さを量ったり、煮だしたり、振って混ぜたり、乾燥させたりたくさ
んの工程を体験することができ、理科系分野に触れることができました。 

－４－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 久重地域にみんなが集う居場所を作りたいと子どもたちのアイデアで

ひだまりの丘にあずまやを建てました。イベントを案内する掲示板を立て
るため、地域の先輩 土居健人さんに協力してもらい、道具の使い方や掲
示板制作を学びました。掲示板でイベント案内をします。見てください。 

－５－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

段
だ ん

 被災時はこれまで使っていたトイレは当分使用禁止にしてください。配
管が壊れている心配があります。そのため、身近にある段ボールを使っ
てトイレを作っておくと安心です。大人でも座れて意外と頑丈です。消臭
効果のあるビニール袋の購入をおすすめします。また、臭いが一番の課
題になるので、使用後はしっかり空気を抜いて二重にくくり処理します。 

－６－ 


